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 本研究は、「ボールを力強く投げることができる児童の育成」を目指したものである。 

 これまでの体育科授業の改善を図る「習得－活用型」学習過程を編成し、体つくり運動（多様な動き
をつくる運動）において、ボールを力強く投げる力の習得を目指した局面指導 「習得する時間」 を取り
入れた。 
  局面指導では、動きの違いの気付きから自己課題を見付けた後、動きの感覚を言語化（オノマトペ
化）して児童に伝える活動や投動作のリズムやフォームを確かめる運動を行った。 

研究の概要 

主題設定の理由 

（概要版） 

ボールを力強く投げる力を身に付けるための 
小学校体育科指導の工夫 

－体つくり運動に投動作の局面指導「習得する時間」を取り入れて－ 

身に付けさせたい投動作 
※大修館書店 「教師のための運動学」 より 



研究構想図 

そこで、体つくり運動を『習得する時間』と とらえた授業を構想しました！ 



      授業実践 「ボール投げの名人になろう！」 対象：小学校３・４年 

 

 

 

見通し1（ステップ１） 

 ●単元の導入において、示範の動きと自分や友達の動きを写真や動画で比較する 

 

 

見通し２（ステップ２） 

動画で比較しました 

● 単元の展開において、投動作を言語化（オノマトペ化）する 

ここで、示範の動きと自分や友達の動きを比較する 

見し２の手だての計画 

自己評価 
の結果 

オノマトペ ＝ 動作の内容を擬音語、擬態語で表した言葉 ここで、投動作を言語化（オノマトペ化）する 

事前のアンケートから、動きの感覚
をつかむための  オノマトペ言語が
分かりました！ 

により 

おすすめ！ 

動きの違い に気付くことができました！ 

により 

●投動作を言語化（オノマトペ化）することは、
投動作の基礎的な感覚を身に付けることに有効 
です!! 
 

おすすめ！ 

投動作の技能ポイント  
               を容易に理解できました！ 

●示範の動きと自分や友達の動きを写真や動画
で比較することは、投動作の基礎を身に付ける
ための課題を見付けることに有効です!! 
 

●高学年児童の投球の様子 
 

●示範の動き 
 

写真で比較する 

示範の動き 

動画で比較する 

自己評価の結果からも
効果が伺えます！ 

～児童の感想～ 
・上手な投げ方が分かった。 
・動きがちがうことにおどろいた。 
・大切なことがなんとなく分かった。 

児童の感想からも動きの違い
に気付くなどの新しい発見が
あったことが伺えます！ 

～児童の感想～ 
・投げる時のポイントがよく 
 分かった。 
・ポイントを声に出してみたら上手に投げられました。 
・グイッと投げたら、遠くへとぶようになった。 

児童の感想からも投動作の技能
ポイントの理解に役立ったことが
伺えます！ 

言語よる動きをと
らえる支援 

自己評価の結果からも
効果が伺えます！ 

●この投動作の技能ポイントをオノマトペ言語を用いて指導すると・・・ 

（グッ）というオノマトペ言語を使い、 
 「しっかり」という感覚を伝えます！ 

（ビュン）というオノマトペ言語を使い、
「すばやく」という感覚を伝えます！ 

（グイッ）というオノマトペ言語を使い、 
 「おもいっきり」という感覚を伝えます！ 

注）授業時に使用するオノマト言語は事前調査を行ってから使用します！ 

以上のようになります！ 



    問い合わせ先  群馬県総合教育センター  

            担当係：高校教育研究係 ０２７０－２６－９２１４（直通） 

成 果 

●単元の終末において、投動作のリズムやフォームを互いに確かめながら運動に取り組める場     
を   を設ける 

見通し３（ステップ３） 

学習後のソフトボール投げのクラス平均記録を学習前の記録より

２ｍ 向上させることができた。また、児童一人一人の投げる様
子に「投げる手と反対の足を一歩前に踏み出して遠くへ投げる」
などの 力強さ を見ることができるようになった。 

オノマトペ言語を取り入れた指導を行うことが、投げる動きの感 
覚をつかむ指導の充実に結び付くことが分かった。 

総合的な投能力を身に付けるためには、継続的な指導や支援が欠かせないため、活 
用する時間（ゲーム・ボール運動領域）での系統立った指導が必要である。 

研究のまとめ 

課 題 

投動作の習得に時間がかかる児童も見られた。児童一人一人の確実な投能力の向上 
を目指すには、投動作の習熟を図る時間をより一層充実させる必要がある。 

力強い投動作を身に付けた
ことにより、ボール投げの飛
距離が向上しました！ 

●投げる手と反対の足を一歩前に踏み出して
ボールを遠くへ投げる児童が増えました！ 

見通し３の手だての計画 

ここで、投動作のリズムやフォームを
互いに確かめながら運動に取り組め
る場を設ける 

このような３つの場で運動
に取り組みました！ 

自己評価 
の結果 

おすすめ！ ●投動作のリズムやフォームを互いに確かめなが
ら運動に取り組める場を設けることは、ボールを
力強く投げる力を身に付けることに有効です!! 
 

投動作の技能 が高められました！ 

運動する場を 
工夫する支援 

により 

自己評価の結果からも
効果が伺えます！ 

～児童の感想～ 
・だんだんリズムが分かってきた。 
・友達にフォームを見てもらえたのでうれしかった。 
・前より上手に投げられるようになったと思う。 

児童の感想からも投動作の
技能を高めることに役立っ
たことが伺えます！ 

フライング投げ 

３つの場で繰り返し運動する！ 

スローイン投げ バウンド投げ 

学習後の児童の投動作 


